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調査（2013）」では、平成 25 年度における 30 歳未満の教師占有率が 15.3%となっており、
平成 16 年度と比較すると 6.4 ポイント向上している。このような現状を受け、本研究では、
若手教員の実践的力量向上のために必要な支援内容や支援システムを構築することを目的
としている。 






 そこで、若手教員の授業改善について３つの段階（Ⅰ授業準備段階 Ⅱ授業実践段階 Ⅲ
授業省察段階）を規定し、自己 PDCA と共同 PDCA のサイクルのあり方について提言した。
今後、より効果的な若手教員支援システムの構築をはかるため、検証と考察を行う計画であ
る。 
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